
ワークショップ
で公共放送や
緊急報道などを
テーマに熱い
議 論を交わす
職員たち。

日本での視察の際は、NHKのスタジオや機材室も見学した。

『DODOLYKI』に登場する人形。ウクライナで身近な動物などがモチーフになっている。

キエフにある本部で行われた教育番組
『DODOLYKI』の撮影風景。

送
の
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
た
。「
今
ま
で
政
府
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
放
送
す
る
の
が

当
た
り
前
の
環
境
だ
っ
た
た
め
、
公
共

放
送
と
し
て
の
あ
り
方
を
一
か
ら
伝
え

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
総
括
す
る
宮
尾
篤
さ
ん
は
ふ
り

返
る
。

変
わ
っ
て
き
た
職
員
の
意
識

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
三
つ

の
柱
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
災
害

や
大
事
件
、
大
事
故
が
起
こ
っ
た
際
に

お
け
る
緊
急
報
道
の
態
勢
の
確
立
だ
。

広
域
で
の
取
材
や
放
送
が
不
可
欠
と
な

る
緊
急
報
道
で
は
地
方
局
と
本
部
と
の

ス
ム
ー
ズ
な
情
報
伝
達
が
何
よ
り
も
重

要
と
な
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
た
め
、
地
方
局
の
ニ
ュ
ー
ス
責
任

者
を
集
め
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
過
去
に
公
共
放
送
に

ふ
さ
わ
し
い
選
挙
報
道
の
あ
り
方
な
ど

も
取
り
上
げ
た
。

　
二
つ
目
は
、
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
公
共
放
送
な
ら
で
は
の
番
組

の
開
発
・
制
作
だ
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
初

と
な
る
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
教
育
番

組
と
、
障
害
者
を
主
人
公
に
し
た
番
組

の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

番
組
は
公
共
放
送
だ
か
ら
こ
そ
作
る
意

味
が
あ
る
の
で
す
」
と
語
る
の
は
、
番

組
制
作
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
土
谷

雅
幸
さ
ん
。
か
な
ら
ず
し
も
高
い
視
聴

率
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま

で
民
間
放
送
で
は
制
作
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
だ
。
人
形
劇

『
D
O
D
O
L
Y
K
I
』（
12
回
シ
リ
ー

ズ
）、
障
害
者
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
『
R
A
Z
O
M
』（
16
回
シ
リ
ー
ズ
）

が
す
で
に
放
送
さ
れ
た
。「
番
組
を
観

る
の
も
作
る
の
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た

ち
で
す
。
だ
か
ら
こ
ち
ら
の
意
見
を
押

し
つ
け
ず
に
、
彼
ら
で
答
え
を
見
つ
け

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
新
し
い

も
の
を
作
ろ
う
と
す
る
熱
意
が
現
場
に

は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
」。

　
三
つ
目
は
、
質
の
高
い
番
組
を
制
作

す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
・
機
材
面
で

の
支
援
だ
。
P
B
C
の
本
部
や
地
方

局
に
あ
る
機
材
は
老
朽
化
し
た
も
の
が

多
く
、
そ
の
管
理
も
不
十
分
な
状
況
に

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
機
材
管
理

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
し
て
、
必

要
な
と
き
に
必
要
な
機
材
を
す
ぐ
に
使

え
る
態
勢
を
整
え
た
。

　
こ
の
三
つ
の
柱
に
加
え
て
、
番
組
制

作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
職
員
用
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
作
る
予
定
だ
。
緊
急

報
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
す
で
に
完
成
し
、

本
部
や
各
地
方
局
の
ニ
ュ
ー
ス
現
場
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。「
い
ち
ば
ん
変
わ
っ

た
の
は
、
職
員
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
の
意
識
。
公
共
放
送
で
働
く
こ
と

の
使
命
感
や
プ
ラ
イ
ド
が
育
っ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
す
」
と
宮
尾
さ
ん
は
語
る
。

日
本
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
た
ち
は
今
日
も
道
な
き
道
を
切

り
開
い
て
い
く
。

国
民
の
知
る
権
利
を

守
る
た
め
に

　
2
0
0
4
年
の
オ
レ
ン
ジ
革
命
、

14
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
併
合
、

最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
を
め
ぐ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
疑
惑
な
ど
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
国
際
的
な
注
目
が
集
ま

る
出
来
事
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
市
民
が
正
確

な
情
報
を
得
て
状
況
を
判
断
す
る
こ
と

が
特
に
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

実
際
に
は
、
少
数
の
財
閥
が
主
要
メ

デ
ィ
ア
を
独
占
し
て
情
報
を
統
制
し
て

お
り
、
内
容
が
偏
向
し
て
い
る
と
国
際

社
会
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　
正
確
で
中
立
・
公
正
な
情
報
を
得
る

と
い
う
「
国
民
の
知
る
権
利
」
の
保
障

が
十
分
で
な
い
こ
の
状
況
を
変
え
る
た

め
に
17
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、
首
都

キ
エ
フ
の
元
・
国
営
テ
レ
ビ
局
を
本
部

と
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
公
共
放
送
局
（
以

下
、
P
B
C
）
だ
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
22
の
地
方
放

送
局
が
P
B
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

統
合
さ
れ
た
。

　
だ
が
、
本
部
や
地
方
局
で
働
い
て
い

る
職
員
の
ほ
と
ん
ど
は
公
共
放
送
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
知
識
が
乏

し
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
力
だ
け
で

は
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
放
送
局
を

目
指
す
の
は
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。
そ

こ
で
J
I
C
A
は
、
知
見
が
豊
富
な

N
H
K
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
委

託
し
て
、
職
員
の
能
力
向
上
と
公
共
放

Ukraine

ウクライナ

1 9 9 1年のソ連邦崩壊に伴い独立。
2014年の東部情勢悪化の影響を受け
て、経済状況は深刻に。マイナスだった
経済成長率は16年にプラスへ転じたも
のの、今後もドナー国・機関の支援が必
要とされている。

国名  ：ウクライナ
通貨 ： フリヴニャ
人口 ：4,205万人（クリミアを除く）

（2019年ウクライナ国家統
計局）

公用語 ：ウクライナ語

首都：キエフ

NHKインターナショナル
宮尾 篤（みやお・あつし）さん（左）
土谷雅幸（つちや・まさゆき）さん（右）
プロジェクト開始当初から総括として全体を取りまとめ
てきた宮尾さんと、長年日本で携わってきた教育番組
制作の知識を生かして番組制作のサポートを行って
いる土谷さん。「地方局の質の底上げも長期的な目
標として目指しています」と宮尾さんは言う。

ただいま、撮影中！

公共放送としての
役割とは？

本部、地方局ともに古い機材が多い。新しいものと
交換しながら整備していく。

障害者が主人公のドキュメンタリー番組が好評だったた
め、新たにウェブサイトでの展開を予定している。

緊急報道についてのハンドブック。情報を
得てから放送するまでに必要な行動や知識
がまとめられている。

職員が使う
ハンドブックを作成

機材の管理を支援

ワークショップを開催

福祉番組も制作

キエフにある
公共放送局本部の外観。

昔から使われている
機材です

基本的人権の実現
一人ひとりが輝ける世界

特集

迅速な報道、多様な番組

信頼される
公共放送を目指して
3年前、ウクライナに新たな公共放送局が誕生した。
ここを拠点に、正確・中立・公正な情報を得る
「国民の知る権利」を守ろうとするプロジェクトが始まっている。

案件名 公共放送組織体制強化プロジェクト
2017年1月18日 ～ 2020年7月31日

3 正しい情報を得る権利を実現

18March 202019 March 2020


